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現
在
、阿
賀
野
川
流
域
全
体
を
舞
台
に

展
開
す
る「
阿
賀
野
川
え
〜
と
こ
だ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」と「
阿
賀
野
川
エ
コ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
構
想
」。こ
の
２
つ
の
流
域
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
車
の
両
輪
の
よ
う
に

進
め
な
が
ら
、流
域
の
様
々
な
団
体
と
数

多
く
の
交
流
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
交
流
の
輪
を
広
げ
て
い
く

過
程
で
、「
泥
漬
け
」「
蒸
し
か
ま
ど
」な

ど
、魅
力
的
な〈
大
河
と
大
地
の
恵
み
〉を

流
域
各
地
で
発
掘
で
き
た
こ
と
は
予
想

外
の
成
果
で
し
た
。さ
ら
に
、こ
う
し
た

流
域
独
自
の
様
々
な
郷
土
食
や
食
材
を

一
つ
の
お
膳
の
中
に
集
め
た「
豪
華
な
粗

食
」は
、流
域
内
外
を
問
わ
ず
多
く
の

人
々
か
ら
共
感
を
得
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

当
初
、「
流
域
の
過
去
や
現
状
に
向
き

合
う
」方
向
性
を
重
視
し
て
い
た
流
域
再

生
の
動
き
も
、次
第
に「
流
域
の
未
来
を

考
え
る
」段
階
へ
と
進
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
際
に
重
要
な
の
が
、地
域
や
業
種
の

垣
根
を
越
え
た
広
域
連
携
を
深
め
る
交

流
で
、お
互
い
の
地
域
資
源
を
活
か
し
合

う
取
組
が

を
握
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
号
で
は
、こ
う
し
た
変
化
を
踏
ま
え

て
先
月
開
催
さ
れ
た
地
域
再
発
見
講
座

の
様
子
や
こ
れ
ま
で
の
流
域
連
携
の
取

組
な
ど
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

流
域
全
体
の
力
を
高
め
る「
阿
賀
野
川

ブ
ラ
ン
ド
」を
広
域
連
携
か
ら
紡
ぎ
出
す

阿賀野川流域の未来は広域連携が鍵を握る

阿賀野川流域の郷土食が集う「豪華な粗食」（※五泉市土堀の坂田家住宅にて撮影）

※この情報誌は環境省の補助を受けて新潟県が発行しています。

阿賀野川え～とこだより  第９号

　第９号はいかがでしたでしょうか？ 
　平成２５年２月に松浜・横越を会場に開催された地域再
発見講座は、どの会場も地元の方々のご参加を中心に大変
な盛況となりました。これもひとえに、阿賀野川の下流域
を中心とした多くの地元の方々や様々な団体からご協力
いただいた賜物だと考えており、深く感謝申し上げます。
　また、今年度は、阿賀野川流域の温泉・旅館の方々が中心
となり、流域独自の郷土食や食材を提供する事業者の方々
との交流が進んだ１年でもありました。平成２５年度も引
き続き、流域を舞台に活躍する様々な団体との交流の輪を
少しずつ広げていきたいと考えています！

パネルパネル
巡回中巡回中

※写真はイメージです。「豪華な粗食」は一般社団法人あがのがわ環境学舎の登録商標です。

かつて大河と街道が交差する要衝として、人々が賑やか
に行き交った阿賀野川下流域の松浜・横越。
戦後も発展を続ける中、新潟水俣病が表面化した昭和 40
年代を境に、地域社会は急速に変容を遂げていく。

ようしょう

観覧者の感想

２月から下流域の各施設で始まったパネル巡回展も、折
り返し地点に差しかかりました。まだご覧になられていな
い方は、下記のとおり開催しますので、ぜひご覧ください。

観観覧者の感想観
●後世に伝えるべきと感じた。特に小・中学生に伝え、地域に誇りを持たせたい。
●新潟水俣病は全国的に知られるようになってしまったが、現在の状況や自然の豊かさ
　などを情報発信して、阿賀野川を全国にアピールしてほしい。
●阿賀野川流域の独自の食の数 を々阿賀野川ブランドとして発信することは良いと思う。



～ 地元識者と元・船頭が語らう ～と元 頭が語ら地元識者と元 船頭が語～ 地元識者と元・船頭が語らう ～
レポート2  阿賀野川の達人・交流ロバダン

昼食の様子

特集特集
１

●地元識者の方々 の話は経験がもとになっているせいか、当時が思い出され温かみを感じ、じっくりと想像できた。（60代）
●地元識者の方々 の説明に地元の具体的な店や地名が出てきたので、今度は町歩きなどに参加したいと思った。（60代）
●紙芝居は阿賀野川の歴史がわかりやすく説明されていて良かった。小・中・高校生にも見せてあげたい。（70代・松浜）
●松浜・横越の歴史や文化が貴重な写真を通して分かりやすく説明されていた。エコミュージアム構想も良かった。（60代）

人々 が行き交ったあの頃の阿賀野川
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当日は悪天候にも関わらず、松浜・横越の両会場
とも地元参加者を中心に大盛況だった地域再発
見講座！今号ではその様子をお伝えします！

当
日
の「
豪
華
な
粗
食
」

メ
ニ
ュ
ー
は
次
ペ
ー
ジ
へ

昼昼 子子 当日は〈大河と大地の恵み〉が詰まった「豪華な粗食」を、
生産者や調理者の方々 の説明をお聞きしながら頂きました。

ネル作パパネパパネルネル作ネ 作品パネル作品解説 芝 上上紙芝居上紙芝居上演演演演演 「阿賀野川物語」
を上演しました。

パ
ネ
ル
・
紙
芝
居

レポート１  地域の歴史や文化を見つめ直す
 懐かしい写真を地元識者と共に振り返る ～ 懐かしい写真を地元識者と共に振り返る ～

参加者
の主な
感想等

参加者
の主な
感想等

●地元識者や立川さんのお話はどれも惹きつけられて分かりやすく、生の声が聴けて良かった。（30代・横越）
●当時の船頭さんの仕事や鮭獲りの話をとても興味深く聴けた。水俣病の話では胸を打たれました。（50代）
●「新潟水俣病があったから」を踏まえてこれからの阿賀野川を考えてほしい。過去は忘れることはできても、
　消すことはできない。公害を乗り越えるには、公害にしっかり向き合うことが必要だと思った。（30代・松浜）
●過去の公害に水も魚も人も絆も傷つき失われたが、それを乗り越え新しい試みで盛り上げてほしい。（60代）

●なかなか食べる機会がない
　食ばかりで参考になった。こ
　ういう郷土食を残して、全国
　の食べたい人に紹介できる
　ようにしたら良いと思う。
●東京の人、都会の人
　には受けると思う。 経験がもとになっているせいか、当時が思い出され温かみを感じ、じっくりと想像できた。（60

地元の具体的な店や地名が出てきたので、今度は町歩きなどに参加したいと思った。（60代
史がわかりやすく説明されていて良かった。小・中・高校生にも見せてあげたい。（70代・松浜）
が貴重な写真を通して分かりやすく説明されていた。エコミュージアム構想も良かった。（60

～ かしい写 を地元識 と共に振 返る ～ししい写真を地元識者とか を地元識者と共 振り真懐かしい写真を地元識者と共に振り返る ～ 懐かしい写真を地元識者 ～

ヤツメウナギのワラツ
トを説明する「旅館
割烹しかい」の女将

横越の鮭料理文化
を説明する「日本
料理本徳」の主人

平田敬正さん

市村正さん市村正さん

平田敬正さん平田敬正さん木村廣衛さん木村廣衛さん

市村正さん市村正さん 立川小三郎さん立川小三郎さん

んん

映像作品を鑑賞後、
元・船頭の立川さんが自
らの半生を語られまし
た。「彼の半生を通じて
阿賀野川の光と影が感
じ取れた」との参加者
の感想もありました。

横越鮭の地曳網漁
を経験された市村さ
んからは、地曳網漁
の具体的な方法な
ど、大変貴重な解説
をいただきました。

お二人からは、
昔の漁業の様
子が分かる写
真や絵本をも
とに解説してい
ただきました。

立川小三郎さん立川小三郎さん

平 さ平田敬正さんんん

お二人からは、かつて海運が栄えて人々
で賑った様子など、松浜の歴史や文化
を具体的に解説していただきました。

お二人のお話を伺いなが
ら、昔の横雲橋の貴重な
映像も鑑賞しました。

横
雲
橋
の
映
像
作
品
▼

（
製
作：中
村
善
一
氏
）

大
正
期
の
松
浜
の
市
▼

（
提
供：寺
山
晃
太
氏
）

松
浜
芸
者
の
チ
ラ
シ
▼

ど
を

▲横雲橋と鮭の地曳網漁
（提供：市村正氏）

とに
た▲挿絵が語る松浜のくらし

（絵・文：斉藤喜三氏）

の主料理本徳」

阿

の
▲映像作品「阿賀野川と共に
生きてきた船頭さん」

華な粗食」を、
がら頂きました

新しい試みで盛り上げてほしい。（60代）

ヤツメウナギのワラツ
トを説明する「旅館
割烹しか 」 女将た。 割烹しかい」の女将



地域再発見講座（第10回）

地域再発見講座（第9回）

フ
ォ
ー
ラ
ム（
第
２
回
）

“豪華な粗食”阿賀野川流域の
郷土食を集めた

流
域
の
失
わ
れ
つ
つ
あ
る〈
大
河
と
大
地

の
恵
み
〉を
蘇
ら
せ
た「
豪
華
な
粗
食
」

こ
れ
ま
で
イ
ベン
ト
な
ど
で
提
供
さ
れ
た

「
豪
華
な
粗
食
」を
紹
介
し
ま
す
！

※“豪華な粗食”は〔一社〕あがのがわ環境学舎
　 の登録商標です。上記写真はイメージです。

阿賀野川流域の未来は
広域連携が鍵を握る！
まずは“食”から広げる交流と広域連携

〔一社〕あがのがわ環境学舎が呼びかけて、流
域の温泉・旅館の経営者が月１回ペースで集ま
り、流域の食のブランド化など話し合ってきた。

旅館同士の
交流ロバダン
の様子

▲ 松浜内水面漁協組合長と旅館等との交流ロバダン

▼ 横越漁業組合と旅館等との交流ロバダン

▲ 安田地場産業グループと旅館等との交流ロバダン

公
害
の
経
験
を
乗
り
越
え
る

「
阿
賀
野
川
ブ
ラ
ン
ド
」の
創
出
を

　　

こ
れ
ま
で「
ロ
バ
ダ
ン
！（
炉
端
談
義
）」

等
を
通
じ
て
、地
場
産
業
や
温
泉
・
旅
館
、農

林
漁
業
者
、環
境
団
体
な
ど
様
々
な
団
体
と

交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
が
、さ
ら
に
地
域

や
業
種
の
垣
根
を
越
え
た
交
流
や
連
携
を

流
域
内
で
進
め
る
た
め
、「
交
流
ロ
バ
ダ
ン
」

を
展
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、こ
れ
ま
で
流
域
再
生
に
取
り
組

む
過
程
で
発
掘
し
て
き
た
様
々
な〈
大
河
と

大
地
の
恵
み
〉に
着
目
し
て
、流
域
の
温
泉
・

旅
館
グ
ル
ー
プ
が
中
心
と
な
っ
て
、食
の
生

産
者
や
提
供
者
の
方
々
と
の
交
流
ロ
バ
ダ

ン
を
数
多
く
開
催
し
ま
し
た
。

　

各
地
で
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
流
域
独
自
の

恵
み
は
、実
は
流
域
内
に
も
出
回
ら
な
い
も

の
が
多
く
、そ
れ
を
温
泉
・
旅
館
を
通
じ
て

流
域
内
に
広
げ
て
い
く
こ
と
で
、「
食
」を
介

し
て
発
生
し
た
新
潟
水
俣
病
の
経
験
を
乗

り
越
え
る「
阿
賀
野
川
ブ
ラ
ン
ド
」の
創
出

に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

交流ロバダン
続々開催中！

“食”以外でも、自然環境

や歴史文化、商工観光な

ど様々な切り口で開催中!

協組合▲ 松浜内水面漁協協組合長と旅館等との交流ロバダン

▼ 横越漁業組合と旅館等との交流ロバダン

場産業グループと旅館等との交流ロバダン▲ 安田地場産業



「地域の独自性」を大切に生かさないと
暮らせなかった昔とは違い、現代では
豊かな生活の裏で、世界中の資源を使
い続け、地球環境問題が深刻化してい
ます。このコラムでは、流域地域も地球
環境もどちらも持続可能なように、忘
れられた「流域の独自性」＝「阿賀の宝
もん」を再び生かせる道を探っていき
ます。

「阿賀の宝もん」から
考える地球環境

　

前
回（
阿
賀
野
川
え
〜
と
こ
だ
よ
り
第
７
号
）で

は
、日
本
に
お
い
て
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
の
活
用
は
ペ

レッ
ト
、チ
ッ
プ
、薪
の
い
ず
れ
の
形
態
で
も
、よ
ほ
ど
の

好
条
件
が
整
わ
な
け
れ
ば
経
済
的
に
見
合
う
の
は
困

難
で
あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。今
回
は
、日
本
各
地
で
実

践
さ
れ
て
い
る
、お
年
寄
り
の
生
き
が
い
や
地
域
活
性

化
に
繋
が
る
方
法
で
、「
薪
」を
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料

と
し
て
利
用
拡
大
し
て
い
る
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

　

副
業
型
自
伐
林
家
こ
そ
活
き
る
道

〜
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
土
佐
の
森
・
救
援
隊
〜

　　

高
知
県
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
土
佐
の
森
・
救
援
隊
は
森

林
ボ
ラ
ン
ティ
ア
団
体
で
、「
副
業
的
自
伐
林
業
の
普

及
」を
一
番
の
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。き
わ
め
て
軽
装
備
で
自
分
で
伐
採
し
、そ

の
後
の
搬
出
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、コ
ス
ト
が
抑
え
ら
れ
そ
の
ま
ま
収
入
に
な
る
と
い
う

仕
組
み
で
す
。さ
ら
に
、建
材
や
合
板
材
と
し
て
は
使
え
な
い
Ｃ
材
は
売
却
価
格
が
低
い

た
め
、地
域
通
貨
券（
モ
リ
券
）が
上
乗
せ
さ
れ
て
支
払
わ
れ
ま
す
。こ
の
集
材
シ
ス
テ
ム

は「
土
佐
の
森
方
式
」と
呼
ば
れ
て
い
て
、全
国
各
地
に
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

地
域
や
お
年
寄
り
を
生
き
生
き
さ
せ
る

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
の
利
用
拡
大

　
「
土
佐
の
森
方
式
」で
は
林
地
残

材
の
引
受
先
が
な
け
れ
ば
収
益
化

で
き
な
い
た
め
、土
佐
の
森
・
救
援

隊
で
は
林
地
残
材
を
そ
の
ま
ま

「
薪
」と
し
て
活
用
で
き
る
取
組
の

拡
大
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

過
疎
化
・
高
齢
化
が
進
む
村
で

拡
大
す
る「
薪
」燃
料
の
利
活

用 

〜
福
島
県
鮫
川
村
〜

　　

福
島
県
の
鮫
川
村
は
人
口
四
千

人
あ
ま
り
の
小
さ
な
村
で
過
疎

化
、高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。村

が
推
進
し
て
い
る「
鮫
川
村
バ
イ
オ

マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
」の
一
環
と
し
て
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
に
取
り
組

ん
で
お
り
、ま
ず
公
共
施
設（
食
品
加
工
施
設
、自
然
体
験
を
実
施
す
る
施
設
な
ど
）に

「
薪
ボ
イ
ラ
ー
」を
導
入
し
て
、こ
の
ボ
イ
ラ
ー
で
風
呂
や
厨
房
の
給
湯
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、薪
の
需
要
を
生
み
出
し
ま
し
た
。そ
し
て
森
林
組
合
、農
家
、薪
炭
店
な
ど
と
連
携

し
て
、村
内
に
薪
を
安
定
し
て
供
給
す
る
た
め
の「
薪
ス
テ
ー
ション
」を
設
置
し
て
、そ
こ

に
薪
を
集
材
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
ま
し
た
。買
取
価
格
は
広
葉
樹
の
薪
は
１
㎏
当

た
り
８
円
、針
葉
樹
の
薪
は
１
㎏
当
た
り
５
円
で
、決
し
て
経
済
的
に
は
割
の
良
い
価

格
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、村
民
が
自
分
で
山
に
入
り
自
分
で
山
を
整
備
し
て
多
少
の
お

金
に
な
る
こ
と
で
、地
域
の
人
た
ち
の
や
り
が
い
に
繋
げ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

阿
賀
野
川
流
域
で
も
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
の
利
用
拡
大
を
期
待

　　

阿
賀
野
川
流
域
で
も
、こ
の
よ
う
に
地
域
の
活
性
化
や
お
年
寄
り
の
生
き
が
い
づ
く

り
に
繋
げ
る
や
り
方
で
、間
伐
材
や
林
地
残
材
等
が
多
い
上
流
域
の
森
林
資
源
を
木
質

バ
イ
オ
マス
燃
料
と
し
て
有
効
に
活
用
で
き
れ
ば
、流
域
の
再
生
に
大
き
な
力
と
な
る
上

に
、森
林
の
整
備
が
進
ん
で
地
球
温
暖
化
の
防
止
に
も
貢
献
で
き
ま
す
。

　

流
域
に
お
い
て
は
、地
域
の
人
々
や
お
年
寄
り
を
巻
き
込
む
活
動
に
は
ま
だ
至
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
の
活
用
を
進
め
る
潮
流
は
出
て
き
て
い
ま
す
。さ
ら

に
、鮫
川
村
に
導
入
さ
れ
た
薪
ボ
イ
ラ
ー
を
製
造
・
販
売
す
る
企
業
が
実
は
阿
賀
野
川

流
域
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
も
、流
域
に
お
い
て
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
の
活
用
を
推
進

す
る
後
押
し
に
な
る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

阿
賀
野
川
え
〜
と
こ
だ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局

土佐の森方式（土佐の森・救援隊関連ブログ「四万十通信」より）

平成24年度
阿賀野川流域
ロバダン!マップ
ロバダン!（炉端談議）の開
催状況（平成24年4月～平
成25年3月）が一目でわか
るマップ。平成24年度は
ＦＭ事業＆阿賀野川エコ
ミュージアム合わせて、
46件開催しました。

…　　　で開催したロバダン !

…　　　で開催したロバダン !

法幢寺ロバダン
麒麟山茶室ロバダン
元船頭ロバダン
北区お宝探し有志ロバダン
元船頭ロバダン２
わたげ広場ロバダン
北区作戦会議ロバダン
すまいる美里ロバダン
草倉銅山視察ロバダン
松浜商店街ロバダン
横越鮭漁ロバダン
横越写真ロバダン

松浜ひょうたん池ロバダン
旅館交流ロバダン１
旅館交流ロバダン２
旅館交流ロバダン３
旅館&横越漁業ロバダン
旅館&松浜漁業ロバダン
マンマ&豪華な粗食ロバダン
旅館交流ロバダン４
旅館&下山蔬菜ロバダン
旅館交流ロバダン５
マンマ&豪華な粗食ロバダン2
マンマ&豪華な粗食ロバダン3

流域＆雉やロバダン
森林資源商品化ロバダン
村松栗農家ロバダン
安田瓦環境学習ロバダン
雉や弁当ロバダン
マンマベントロバダン
天然杉環境学習ロバダン
鹿瀬地域旅館ロバダン
阿賀町ペレットロバダン
上流域＆蒸しかまどロバダン
濁川環境学習ロバダン
安田瓦環境学習ロバダン2

北区歴史文化ロバダン
海老ヶ瀬ロバダン
新崎・濁川昔語りロバダン
横越上町ロバダン
東区タウン誌ロバダン
松浜漁業ロバダン
高森神楽ロバダン
濁川写真ロバダン
下山茶の間ロバダン
鹿瀬マンマロバダン

年間に開催した「ロバダン!
（炉端談義）」をまとめました！


